
平成29年3月17日  

気象庁観測部観測課  

 

特殊気象報(季節観測・各種現象)XMLの解説 

 

特殊気象報（季節観測・各種現象）XMLの構造は気象庁防災情報XMLフォーマットに従います。本解説は現在

の特殊気象報の運用に則してさらに詳細に記述していますので、今後の運用の変更に伴って本解説の内容が

変わる可能性があります。 

 

1．Control部 

 
 

1‐1 Title  

電文の種別を示すための情報名称 

[解説] “季節観測”“特殊気象報”のいずれかを記載する。 

 

1‐2 DateTime 

発表時刻 

[解説] 年月日時分秒を協定世界時（UTC）のDateTime型で記載する。 

 

1‐3 Status 

運用種別 

[解説] “通常”“訓練”“試験”のいずれかを記載する。 

 

1‐4 EditorialOffice 

編集官署名 

[解説] 実際に発表作業を行った気象官署名を記載する。 

 

1‐5 PublishingOffice 

発表官署名 

[解説] 業務的に発表した気象官署名を記載する。 

 

 

<Control> 

<Title>季節観測</Title> 

<DateTime>2009-01-09T02:02:05Z</DateTime> 

<Status>通常</Status> 

<EditorialOffice>熊谷地方気象台</EditorialOffice> 

<PublishingOffice>熊谷地方気象台</PublishingOffice> 

</Control> 



2．Head部 

 

 

2‐1 Title 

情報の標題 

［解説］ “季節観測”“特殊気象報（各種現象）”のいずれかを記載する。 

 

2‐2 ReportDateTime 

発表時刻 

［解説］ 発表時刻を日本標準時（JST）のDateTime型で記載する。 

 

2‐3 TargetDateTime 

基点時刻 

［解説］ 観測年月日を日本標準時（JST）のDateTime型で記載する。 

 

2‐4 EventID 

識別情報 

［解説］独立した情報取り扱い単位における識別情報として用いる。識別情報のフォーマットは以下の通り。 

     Body/MeteorologicalInfos部の@typeが“季節観測”“特殊気象報（各種現象）”の場合、発表時刻の 

日本標準時（JST）表記の“YYYYMMDDHHMM00_”に続いて、観測した項目を記載する。 

      

2‐5 InfoType 

情報形態 

［解説］ “発表”“訂正”“取消”のいずれかを記載する。 

 

2‐6 Serial 

情報番号 

［解説］ 常に空タグとなる。 

 

2‐7 InfoKind及びInfoKindVersion 

スキーマの運用種別情報（InfoKind）、及びスキーマの運用種別情報のバージョン番号（InfoKindVersion） 

［解説］1 InfoKindは、“特殊気象報”で固定。 

2 InfoKindVersionは、バージョン番号を文字列で記載する。 

 

2‐8 Headline部 

 
2‐8‐1 Text 

見出し文 

［解説］ 常に空タグとなる。 

 

 

 

<Head xmlns="http://xml.kishou.go.jp/jmaxml1/informationBasis1/"> 

  <Title>季節観測</Title> 

  <ReportDateTime>2009-01-09T11:00:00+09:00</ReportDateTime> 

  <TargetDateTime>2009-01-09T00:00:00+09:00</TargetDateTime> 

  <EventID>20090109110000_初氷</EventID> 

  <InfoType>発表</InfoType> 

  <Serial /> 

  <InfoKind>特殊気象報</InfoKind> 

  <InfoKindVersion>1.0_0</InfoKindVersion> 

  <Headline> 

    <Text /> 

  </Headline> 

</Head> 

<Headline> 

<Text /> 

</Headline> 

http://xml.kishou.go.jp/jmaxml1/informationBasis1/


3．Body部 

 
 

3‐1 MeteorologicalInfos部 
  特殊気象報の観測項目と観測官署について記載する。 

［解説］ @typeには“季節観測”“特殊気象報（各種現象）”のいずれかを記載する。 

 
 

3‐1‐1 MeteorologicalInfo部 

3‐1‐1‐1 DateTime 

基点時刻 

［解説］ 観測年月日を日本標準時（JST）のDateTime型で記載する。 

 

3‐1‐1‐2 Item部 

特殊気象報の内容について、観測の項目(Kind部)、観測所情報（Station部）を記載する。 

 

3‐1‐1‐2‐1 Kind部 

  特殊気象報の観測項目について記載する。 

3‐1‐1‐2‐1‐1 Name 

  項目名。MeteorologicalInfos部の@typeが“季節観測”“特殊気象報（各種現象）”の場合に出現する。 

 
［解説］1 MeteorologicalInfos部の@typeが“季節観測”の場合、“初雪”“初氷”“初霜”“初冠雪”のうち 

観測した項目を記載する。 

    2 MeteorologicalInfos部の@typeが“特殊気象報（各種現象）”の場合、“黄砂”“風じん”“竜巻” 

“ひょう”“なだれ”のうち観測した項目を記載する。 

 

3‐1‐1‐2‐2 Station部 

  特殊気象報の観測官署について記載する。 

 
 

3‐1‐1‐2‐2‐1 Name 

観測官署名称 

［解説］ 現象を観測した気象官署名を記載する。 

3‐1‐1‐2‐2‐2 Code 

観測官署コード 

［解説］ 現象を観測した気象官署の国際地点番号を記載する。 

3‐1‐1‐2‐2‐3 Location 

観測官署の場所 

［解説］ 現象を観測した気象官署の観測露場の住所を記載する。 

 

<Body xmlns="http://xml.kishou.go.jp/jmaxml1/body/meteorology1/"> 

  <MeteorologicalInfos type="季節観測"> 

    <MeteorologicalInfo> 

      <DateTime significant="yyyy-mm-dd">2009-01-09T00:00:00+09:00</DateTime> 

（略） 

<MeteorologicalInfos type="季節観測"> 

  <MeteorologicalInfo> 

    <DateTime significant="yyyy-mm-dd">2009-01-09T00:00:00+09:00</DateTime> 

<Item> 

        <Kind> 

          （略） 

<Kind> 

  <Name>初氷</Name> 

</Kind> 

<Station> 

  <Name>熊谷地方気象台</Name> 

  <Code type="国際地点番号">47626</Code> 

  <Location>熊谷市桜町</Location> 

</Station> 

http://xml.kishou.go.jp/jmaxml1/body/meteorology1/


3‐2 AdditionalInfo部 

  特殊気象報に関する付加事項の内容を記載する。なお、付加事項が無い場合、AdditionalInfo部以下は出現しない。 

 
 

3‐2‐1 ObservationAddition部 

3‐2‐1‐1 DeviationFromNormal 

平年差。MeteorologicalInfos部の@typeが“季節観測”の場合のみ出現する。 

ただし、平年差が算出できない場合は出現しない。 

［解説］観測日の平年差を記載する。平年より早い場合は負の値、遅い場合は正の値とする。 

 

3‐2‐1‐2 DeviationFromLastYear 

昨年差。MeteorologicalInfos部の@typeが“季節観測”の場合のみ出現する。 

ただし、昨年差が算出できない場合は出現しない。 

［解説］観測日の昨年差を記載する。昨年より早い場合は負の値、遅い場合は正の値とする。 

 

3‐2‐1‐3 Text 

記事 

［解説］観測の付加事項として、現象に関する特異事項のうち必要と思われるものを全角文字で簡略に記載する。

ただし、観測した項目が“初冠雪”の場合は必ず山岳名を記載する。 

 

<AdditionalInfo> 

<ObservationAddition> 

<DeviationFromNormal>-9</DeviationFromNormal> 

<DeviationFromLastYear>7</DeviationFromLastYear> 

<Text>露場内</Text> 

</ObservationAddition> 

</AdditionalInfo> 


